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1、 はじ めに  
 本 計画 は 、「公 共交通 事 業者 によ る 被害 者等 支 援計 画ガ イ ドラ イン 」（ 国土 交 通
省  平成 25 年 3 月 29 日 ）に則 り 、お 客 様の死 傷 を伴 う事 故・災 害等（ 以下「 事
故 」 と い う 。） が 発生し た 場 合 の 救 護 ・情 報提 供 ・ 現 場 対 応 、被 害者 様 お よ び ご
家 族 様に 対す る 対応 と実 地 体制 等に つ いて 以下 の とお り「被 害 者等支 援 計画 」を
定 め ます 。  
  
2、 被害 者等 支援 の 基本 的 な方 針  
（ 1）安 全輸 送確 保 に対 す る基 本的 な 考え 方  

輸 送 の安 全確 保 が事 業経 営 の根 幹で あ る事 を深 く 意識 し、従業 員 に輸 送 の安全
確 保 が最 も重 要 であ ると い う意 識を 徹 底い たし ま す。  

安 全 確保 のた め には 一致 協 力し 、人命 の 安全・二次 被害 防止 を 最優先 に 努め て
ま い りま す。  
  
（ 2）被 害者 等へ の 支援 に 関す る基 本 的な 姿勢   

万 が 一事 故が 発 生し た場 合 には 迅速 に 対策 本部 を 設置 し、関係 機 関の 協 力のも
と 事 故対 応 、原 因究 明に 取 り組 んで ま いり ます 。ま た、被 害者 様及び ご 家族 様に
は お 気持 ち 、ご 意見 をお 伺 いし 迅速 、かつ 寄り 添 いな がら 精 一杯 の対 応・支援 に
努 め てま いり ま す。  
  
3、 被害 者等 支援 の 基本 的 な実 施内 容  
（ 1）お 客様 の救 護 等  

事 故 発生 時は 、救護 及び 二 次被 害防 止 に努 め、関 係 機関・周辺 協力者 と 共に 対
応 に あた りま す 。  
・ 負 傷者 の手 当  
・ 関 係機 関へ の 連絡  
・ 二 次被 害防 止 策（ 避難 ・ 誘導 ）  
  
（ 2）情 報提 供  

被 害 者等 の情 報 収集 は、出 来 る限 り 警察・消防機 関 等に 提供 し て頂 く依 頼 をし 、
ご 家 族様 等の 問 い合 わせ ・ ご相 談に プ ライ バシ ー には 十分 配 慮し 対応 す る。 

い ち 早く 現場 へ 社員 を派 遣 し、本部・現 場・ご 家 族様 との 連 携、情報 共 有、対
応 に 努め てま い りま す。   
  
（ 3）事 故現 場等 に おけ る 対応  
① 事 故等 の発 生 直後 にお い ては 、可能 な 限り被 害 者等 のご 家 族に 付き 添 い 、待 機



場 所 等の 提供 ・ 要望 にお 答 え致 しま す  
② 病 院に おい て 、事故の 被 害者 等に 対 し意 思・意向 を尊 重し つ つ対応 に 努め てま
い り ます  
  
（ 4）継 続的 な対 応  

被 害 者及 びご 家 族が 希望・要 望を 尊重 し 出来る 限 りの 対応・支 援に努 め てま い
り ま す。  
  
4、 被害 者等 支援 の 基本 的 な実 施体 制  
（ 1）体 制の 確立  

事 故 発生 時直 後 にお いて は 、負傷 者の 手当 、二 次 被害 防止 を 最優 先に 行 い 、必
要 に 応じ て事 故 対策 本部 を 設置 し対 応 にあ たり ま す 。（ 以下 体制 図参 考 ）  
 
「 被 害者 支援 の 実施 体制 図 」 

 
（ 2）研 修・ 教育 ・ 教訓 等 

万 が 一に 事故 に 備え 年に 1 度「 事故 対応 訓練」、「 救急 救 命訓 練」を行 っ てお り
ま す 。 
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